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 日本医労連は、９月 26 日「核兵器全面廃絶国際デー」

に合わせ、上野駅前で宣伝行動を行ないました。宣伝行動

では、全労連をはじめ、全教、国交労連、ＪＭＩＵ、建交

労、生協労連や、全日本民医連、国民救援会、日本平和委

員会など様々な団体合わせて、約６０名が参加しました。

宣伝では、「”核兵器をなくそう”の声は、世界の各政府

の要求となっている。核兵器を経験した日本から全面禁止

の声をあげよう」、「来年のニューヨークで行われるＮＰＴ

再検討会議に持っていきます。ぜひご協力お願いします」

と訴えました。集団的自衛権と核兵器についてのシール投

票をしてくれた修学旅行中の中学生は、集団的自衛権につ

いて「決めた人たちが戦争したいならいけばいい、僕はイ

ヤだ」など、意見を寄せてくれました。 

 ２０１５年のＮＰＴ再検討会議に向けた行動のステッ

プとなるように、引き続き各地で取り組みを行なっていき

ましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 山形県医労連では、集団的自衛権に反対する街宣用音源を専門の会社に頼んで作成中、１０月～

１１月にかけて県内を宣伝カーで訴えてまわる予定にしています。そのほか、主な平和の取り組み

として、月１回の宣伝署名行動、職場での署名推進や学習運動を予定しています。 

☆宣伝原稿と、音源はホームページで紹介させていただいています。 
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☆憲法・平和をまもる取り組みを寄せてください！各地の取り組みを共

有し、運動を大きく広げていきましょう！！ 


